
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校  名 岐 阜 県 立 岐 阜 城 北 高 等 学 校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２９日（金） 

実 施 概 要 
 

 ① 交流活動：「岐阜城北わいわい広場」 

   生徒による実演・展示・学校活動紹介等のイベントを校内で実施し、来校した 

地域住民及び保護者との交流を図る。 

  ② 授業公開等：「授業参観及び懇談会」「部活動意見学」 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 

  □自然    □歴史    レ文化    レ産業    レその他  

公開の方法 

 レ 授業公開   レ 成果発表  レ 交流活動 □ 講演会等 

 □地域行事等参加   □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １８ 人  

計  ８３ 人  
地域関係者 ６５人（幼児４３人を含む） 

実 施 状 況 
 

① 交流活動・・・「岐阜城北わいわい広場」として、総合学科棟において、地域の方や 

保護者と交流した。 

（内容） 各学科・系列・コースの特徴を活かした交流活動の実施 

     総合学科においては、芸術文化系列音楽専攻による参加型コンサート、美術専攻 

による作品展及び蜜ろうキャンドル作り体験、商業の系列による 2014年版カレン 

ダー作り体験とオリジナル缶バッジ作り体験及び呈茶などのサービスを実施した。 

 参加型コンサートでは、地元の岩野田保育所の幼児４３人を午前と午後の２組に 

分けて招待した。生徒の伴奏に合わせて、歌ったり踊ったりするリトミックを 

体験した。 

生活文化科においては、ファッションコースよる手芸作品バザー、食生活コース 

によるデコスイーツマグネット作り、子ども生活コースによるポップアップカード 

作りなどを生徒との交流によって体験してもらった。 

② 授業公開・・・授業（２限～６限）、部活動を自由参観の形で実施した。放課後の 

懇談会には６人の保護者が参加した。 

（広報） 保護者へは案内文書とメール配信で、地域等へはＨＰと広報ちらしの町内会経

由での配布や、郵便局の窓口付近に置かせていただくなどして広報した。 

成果及び課題 
 

① 成果・・・地域、保護者との交流として良い機会になった。学校の教育活動の一端

を知ってもらうことができ、生徒にとっても学習した内容を発表することができ

た。また、地域の方々へのＨＰや広報ちらしによる効果もあり、「城北わいわい

広場」への一般参加者が昨年の４人から１９人（幼児４３人と引率者３人を除く）

へと飛躍的に増えた。 

（授業参観者の感想） 「岐阜城北わいわい広場」については別紙 

・授業中、思っていたより生徒が静かだった。普段からか、特別なのか。いつもであ

るなら、先生の指導が行き届いていることに感謝します。 

・授業のプリントを先生が私にもくださり、何十年かぶりに授業を受けました。楽し

かったです。 

② 課題・・・「授業公開」等における保護者の参加者は１４人と昨年並の人数であった。

昨年に引き続き参加された方は一般参加者を含めても１人と、リピーターが少な

い。「来年もあれば来たい。」と思っていただける内容を検討したい。 

  


